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巻頭言

広告は変わったか
―― �無くならないステレオタイプ

メディア文化の作り手たちが男性中心の価値観に基づいてコンテンツを生成
してきた点については、これまでも批判されてきた。たとえば、政治に関する記
事が掲載されるとき、バラエティ番組がほぼ男性芸人たちと「かわいくて従順
な」若い女性芸能人によって制作されるとき、編集者が書き手を男性ばかり選
ぶときなど、挙げていけばきりがない。

広告もまた、長い間、男性中心のまなざしと世界観のもとで生み出されてき
た。固定的な性別役割分業を無批判に反映しているとして批判され、今でも参
照されるのが、昭和50（1975）年に放映されたハウス食品「ハウスシャンメン
しょうゆ味」の CM である。ラーメンを前にした女性と女の子が「わたし作る
人」と言い、男の子が「ぼく食べる人」と言うこの広告は、女性団体の批判を受
け、CM の中で描かれるジェンダーのイメージについて、その後、多くの女性
たちが批判的に考えるきっかけとなった。

さて、今日においても、広告に描かれる女性のイメージは問題視され続けて
いる。批判の中心にあるのが、「性的モノ化」だ。「性的モノ化」とは、他者（多く
の場合は女性）を性的まなざしの対象や性的快楽の供給源として扱い、その人
の人格や主体性を剝奪し、能力や感情などを無視するような形で扱うことを示
す概念だ。たとえば、CM の中で頻繁に若年女性がアイキャッチとして利用さ
れていることや、文脈と関係なく肌の露出が多くされていたり、唇や胸元など
身体の一部が強調されセクシュアルな感情を想起させるカメラワークが多用さ
れていたり、「性的モノ化」の技術は重層的かつ巧妙に広告表現の中に織り込ま
れ、今日でも女性たちをステレオタイプの牢獄につなぎとめている。

国連が国際婦人年を定めてから早51年目の年が明けた。今年こそ、わたした
ちはこの牢獄から解き放たれて、自分たちの声や姿を自由に表現したいもので
ある。
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